
理系編

ＤＸ人材育成待ったなし
全国の大学で情報や理工系の学部・学科が拡充されている。文部科学省が始めた高度

専門人材の育成事業を追い風に200を超す大学や高等専門学校が学部・学科の新設、再

編を加速させているのだ。デジタル化で蓄積される情報を社会に生かすにはどんな力が

必要なのか。事業の選定を受けた関西の３大学を取材した。 【安部拓輝】
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国、学生先細り懸念

3000億円基金創設
文部科学省は2022年度、3000億円の基金を

創設して理工系や高度情報人材の育成を支援

する「大学・高専機能強化支援事業」を始め

た。既存の学部・学科をデジタルや環境に関

する成長分野に再編するための施設設備費を

億円程度まで補助する「支援１」と、情報

系分野の学部と大学院の定員を増やすために

増員する教員の人件費を 億円程度まで補助

する「支援２」がある。そのうち滋賀大など

ハイレベル枠の大学には約 億円まで支援す

る。今年度までの２年間で計215件が選定さ

れた。支援２は 年度、支援１は 年度まで

受け付ける。

デジタル化とインターネットの普及で蓄積

されるデータを活用する人材は 年には 万

人以上不足すると試算されている。一方、高

校で理系に進む生徒は２割程度にとどまる。

大学の理系学部の学生割合は ％で、米国

％、韓国 ％、英国 ％などと比べて伸び悩

む。文科省は理系の専攻者を５割程度に引き

上げ、ＯＥＣＤ加盟国で最高水準を目指して

いる。

建
築
業
界
の
枠
を
超
え

文理の強み引き出す
文
系
８
学
部
体
制
の
追
手
門
学

院
大
（
大
阪
府
茨
木
市
）
は

年

度
に
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
、
機
械
工
学
科
、
電
気
電
子

工
学
科
、
情
報
工
学
科
の
４
学
科

か
ら
な
る
理
工
学
部
を
新
設
の
予

定
だ
。
地
元
の
茨
木
市
や
高
槻
市

は
製
造
業
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き

た
。
技
術
継
承
は
課
題
の
一
つ
だ

が
、
学
部
長
に
就
任
予
定
の
佐
藤

宏
介
・
大
阪
大
基
礎
工
学
研
究
科

教
授
が
目
指
す
の
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
り

出
す
こ
と
だ
。

例
え
ば
、
過
疎
化
が
深
刻
化
す

る
自
治
体
で
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー

を
導
入
す
る
研
究
に
取
り
組
む
と

す
る
。
車
体
は
機
械
工
学
、
モ
ー

タ
ー
は
電
気
電
子
工
学
、
対
向
車

や
人
を
カ
メ
ラ
で
認
識
す
る
の
は

情
報
工
学
、
待
ち
時
間
を
減
ら
し

稼
働
台
数
を
最
適
化
す
る
方
法
を

導
き
出
す
の
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
領
域
だ
。

さ
ら
に
は
社
会
実
装
を
見
据
え

た
研
究
も
欠
か
せ
な
い
。
事
故
が

生
じ
た
時
に
ど
こ
が
責
任
を
持
つ

の
か
想
定
す
る
の
は
法
学
の
領
域

で
、
需
要
調
査
や
収
支
予
測
は
経

済
、
経
営
、
地
域
創
造
な
ど
既
存

の
文
系
学
部
の
知
見
も
必
要
に
な

る
。
佐
藤
教
授
は
「
技
術
者
だ
け

で
は
社
会
に
新
た
な
価
値
を
創
り

出
せ
な
い
。
文
理
の
各
領
域
の
学

生
が
知
を
結
集
さ
せ
る
過
程
で
互

い
の
強
み
を
引
き
出
し
、
自
分
に

な
い
発
想
を
取
り
込
ん
で
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
語
る
。

新
た
な
価
値
を
生
む
核
は
、
新

た
な
技
術
だ
。
今
年
４
月
に
着
任

し
た
片
山
正
昭
教
授
（
情
報
通
信

工
学
)
は

国
内
外
に
分
散
し
て
い

る
工
場
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
遠
隔
操
作

実
現
を
目
指
す
経
済
産
業
省
関
連

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
る

片
山
教
授
は
｢
携
帯
電

話
が
ス
マ
ホ
に
な
っ
て
生
活
の
一

部
に
な
る
と
は

年
前
に
は
思
い

も
し
な
か
っ
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
遠

隔
操
作
が
当
た
り
前
に
な
れ
ば
、

今
は
夢
に
も
思
わ
な
い
サ
ー
ビ
ス

が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
」
と
話
す
。

追
手
門
学
院
大
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大
阪
電
通
大

莢莢莢莢莢
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産
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
遠
隔
操
作
を
研
究
す
る
片
山
正
昭
教
授
。

新
た
な
技
術
が
変
革
の
核
と
な
る
‖
大
阪
府
茨
木
市
西
安
威

の
追
手
門
学
院
大
で
、
安
部
拓
輝
撮
影

大
学
院
生
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
設
計
し
た
漁
港

の
宿
泊
施
設
。
飯
島
憲
一
教
授
（
左
）

は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
育
っ
た
若
者
の

発
想
に
期
待
を
寄
せ
る
‖
大
阪
府
寝
屋

川
市
初
町
の
大
阪
電
気
通
信
大
で
、
安

部
拓
輝
撮
影
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Ｄ
Ｘ
に
よ
る
変
革
は
建
築
業
界

で
も
起
き
て
い
る
。

従
来
の
ビ
ル
建
設
は
構
造
図
や

設
備
図
な
ど
を
別
々
に
作
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
面
に
必
要
な
情
報

が
ア
ナ
ロ
グ
的
に
記
入
さ
れ
て
い

た

こ
れ
に
対
し
て
近
年

導
入
が

進
ん
で
い
る
の
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
(

）
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
デ
ー
タ
を
集

約
し
て
仮
想
の
建
物
を
デ
ジ
タ
ル

空
間
に
再
現
し
、
構
造
計
算
や
積

算
、
施
工
計
画
な
ど
建
物
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
共
有
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
分
業
制
だ
っ

た
工
程
が
一
変
し
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
設
計
・

施
工
か
ら
建
物
の
維
持
管
理
に
至

る
ま
で
業
界
を
超
え
て
連
携
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
連
携
が
広
が
る

こ
と
で
建
築
に
関
わ
る
人
に
と
ど

ま
ら
ず
、
建
物
を
使
う
人
も
対
象

に
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
そ
う

と
い
う
動
き
も
あ
る
。
大
阪
電
気

通
信
大
（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）
は

年
度
、
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に

建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
を
新
設

し
、
従
来
の
建
築
学
科
の
領
域
を

広
げ
て
い
け
る
人
材
の
育
成
に
努

め
て
い
る
。
建
物
を
作
り
上
げ
る

の
に
加
え
、
で
き
た
建
物
の
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
学
術
だ
。

大
手
建
築
設
計
事
務
所
で
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
導
入
に
取
り
組
ん
だ
飯
島
憲

一
教
授
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
介
し
て
技

術
者
と
建
物
の
利
用
者
を
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
て
よ
う

と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｂ
Ｉ

Ｍ
に
集
約
し
た
情
報
と
グ
ー
グ
ル

社
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
連
携

さ
せ
る
と
地
下
鉄
か
ら
地
上

階

の
フ
ロ
ア
ま
で
案
内
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
店
舗
の
在
庫
管
理
シ

ス
テ
ム
と
つ
な
げ
ば
、
ど
の
店
に

商
品
が
あ
る
か
ス
マ
ホ
で
確
か
め

る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ

を
建
物
の
設
計
や
管
理
だ
け
で
な

く
市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
て
て
い

く
に
は
文
理
の
枠
を
超
え
た
学
び

が
必
要
だ
。
飯
島
教
授
は
「
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
が
目

的
で
は
な
い
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
で
き
る

こ
と
を
理
解
し
て
生
活
と
結
び
つ

け
、
社
会
の
中
に
新
た
な
イ
ン
フ

ラ
を
創
り
出
せ
る
人
を
育
て
た

い
」
と
語
る
。

Ａ
Ｉ
革
新

学
術
も
進
化

滋
賀
大

莢莢莢莢莢
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２
０
１
７
年
に
国
内
初
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
を
開
設
し
た
滋
賀
大
（
滋
賀
県
彦
根
市
）
に
は
近

年
、
全
国
の
企
業
か
ら
デ
ー
タ
に
基
づ
く
課
題
解
決

の
相
談
が
相
次
い
で
い
る
。
そ
の
数
は
毎
年
数
百
件

に
上
り
、
共
同
研
究
も
生
ま
れ
て
い
る
。

天
候
な
ど
の
記
録
と
販
売
デ
ー
タ
か
ら
魚
の
練
り

製
品
の
需
要
を
予
測
し
廃
棄
物
を
減
ら
す
研
究
を
は

じ
め
、
鋼
材
の
配
送
ル
ー
ト
を
最
適
化
し
て
ト
ラ
ッ

ク
の
台
数
や
配
送
時
間
を
飛
躍
的
に
減
ら
す
研
究
で

は
社
員
が
大
学
院
に
入
学
し
、
社
内
で
研
究
を
持
続

さ
せ
る
取
り
組
み
に
発
展
し
た
。
車
載
カ
メ
ラ
の
画

像
の
活
用
を
共
同
研
究
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

と
は「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
道
場
」を
創
設
し
、

年
間
２
０
０
人
規
模
の
人
材
を
養
成
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
「
熟
練
の
勘
」
が
頼
り
だ
っ
た
業
界
に

デ
ー
タ
解
析
の
手
法
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
導
入

し
、
最
適
解
を
導
き
出
す
の
が
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
。
地
元
自
治
体
や
滋

賀
県
警
と
も
連
携
し
、
災
害
や
事
故
を
防
ぐ
方
法
の

開
発
に
も
役
立
て
て
い
る
。
例
え
ば
豪
雨
に
よ
っ
て

街
の
水
路
や
河
川
か
ら
ど
の
程
度
の
水
が
あ
ふ
れ
て

冠
水
す
る
の
か
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
で
可
視
化
す
る

研
究
も
あ
る
。

学
部
の
開
設
当
初
は
学
部
長
が
企
業
を
訪
問
し
て

も
門
前
払
い
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
卒
業
生

を
頼
り
に
連
携
先
を
広
げ
て
い
っ
た
。
学
生
は
課
題

解
決
の
過
程
を
現
場
で
体
感
し
、
情
報
学
や
統
計

学
の
知
識
を
実
際
に
ど
う
活
用
す
る
か
を
学
ん
で

い
る
。
同
学
部
は
文
科
省
か
ら
の
選
定
を
受
け
、

年
度
よ
り
定
員
を
１
０
０
人
か
ら
１
５
０
人
に
増

員
す
る
。
大
学
院
博
士
前
期
課
程
の
定
員
は

年
度

を
め
ど
に

人
か
ら
１
０
０
人
ま
で
増
や
す
計
画

だ
。旧

帝
大
な
ど

校
と
並
ん
で
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
と
Ａ
Ｉ
教
育
の
拠
点
校
に
選
定
さ
れ
て
い
る

が
、
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
技
術
革
新
に
よ
っ
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
課
題
も
生
じ
て
い
る
。
現
在
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
習
得
に
多
く
の
時
間
を
割
く
が
、
Ａ
Ｉ
に
よ

る
自
動
化
が
進
み
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
誰
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
埋
も
れ

た
課
題
を
見
つ
け
て
Ｄ
Ｘ
技
術
を
生
か
す
能
力
が
よ

り
重
要
に
な
る
。
副
学
部
長
の
椎
名
洋
教
授
（
数
理

統
計
学
）
は
「
高
度
情
報
人
材
に
は
蓄
積
さ
れ
た
デ

ー
タ
を
ユ
ー
ザ
ー
や
生
活
者
の
目
線
で
組
み
替
え
て

根
付
か
せ
て
い
く
文
系
的
な
能
力
が
不
可
欠
だ
。
文

系
理
系
と
い
う
既
存
の
学
術
の
枠
を
問
い
直
し
、
学

び
を
組
み
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

豪
雨
に
よ
る
浸
水
状
況
を
Ｖ
Ｒ
で
可
視
化
す
る
研
究
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
‖
滋
賀
大
提
供

莢莢莢莢
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